
ウイルス 

 ウイルスといえば、インフルエンザや口蹄疫ウイルスのように人や動物に関連する病原体というイメージが

強い。しかし、細菌に善玉があるように、実はウイルスにも、哺乳動物・昆虫・植物などの生存を助けるもの

や、地球環境を維持する海洋ウイルスなど、いい奴もたくさんいます。 

ウイルスのことを病気の原因で、危険なものとばかり考えていませんか？実はあなたが胎児だったとき、ウ

イルスはあなたを守る大切な役割をはたしていたのです（2000年発見）。 

地球上には膨大な数のウイルスが存在し、生物の行動や生命の進化に大きな影響を与えていることがわか

ってきました。 

 

 ウイルスはさまざまな生物に感染する。動物では哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、昆虫、植物のウ

イルスもある。かびや細菌のウイルスもある。国際ウイルス分類委員会の分類では、全部で３万種くらいのウ

イルスが見出されています。そのうち、哺乳類と鳥類に感染するウイルスは約６５０種。しかも、１つの種はさ

らにいくつものタイプに分けられます。たとえば、人で風邪を起こすウイルスにライノウイルスというのがありま

す。これは１種だが、その中に１１０ものタイプがあります。 

２０年ほど前、米国の国立衛生研究所で人に感染するウイルスを整理してみた結果、平均的アメリカ人は

一生の間に２００回くらいウイルスに感染していると報告があります。これらのウイルスの多くは風邪などの軽い

症状、もしくはほとんど症状を引き起こしません。そのため、私たちは感染したことも気づかないで済んでいま

す。これらの数多くのウイルスのごく限られたものが重い病気を引き起こしています。 

 

ウイルス感染症は有史以来、人類を悩ませてきました。その最大のものは天然痘と狂犬病です。 

天然痘は、紀元前９０００年頃、古代エジプトとメソポタミアの大河流域で人々が農業を始めるようになっ

て、人口が増え始めたために、人々の間で広がるようになったのではないかと推測されている。紀元前１５０

０年には、サンスクリットの医学書に天然痘と思われる病気の流行が書かれている。紀元前１１５７年に死亡

したエジプトの王、ラムセス５世のミイラがカイロ博物館に展示されているが、天然痘に特徴的な発疹の後が

はっきり残っています。 

狂犬病については、紀元前１８８５年、メソポタミア文明を築いたシュメール人の法律に、狂犬病に関するも

のと思われる文章が残っている。紀元前５００年にはギリシアのアリストテレスやヒポクラテスが狂犬病のことを

述べています。 

しかし、ウイルスが初めて分離されたのはわずか１００年ほど前の１９世紀の終わりそれはウシの口蹄疫ウイ

ルスとタバコのタバコモザイクウイルスです。ヨーロッパではウシの間で急速に広がる口蹄疫が畜産上の大き

な問題であった。その原因解明をドイツ政府から命令されたフリードリッヒ・レフラーの研究チームが、発病し

たウシの口や乳房にできた水疱を直接、子牛に接種した結果、１８９８年、病気を再現するのに成功しました。

しかも、その水疱を細菌が通過できないフィルターで濾過しても、子牛に病気を起こせることが確認され、そ

の結果、濾過性の病原体、すなわちウイルスという存在が明らかになりました。一方同じ年、オランダではタバ

コの葉に斑点ができるタバコモザイク病で、タバコモザイクウイルスが分離されました。 

ウイルスの存在は、ウイルス粒子という実体ではなく、病気を起こす要素として見つかってきました。約５０年

前は、実験動物にサンプルを接種して病気が起こるかどうかを調べてウイルスの存在を推測していました。そ

の後，試験管内で培養した細胞を破壊するかどうかでウイルスの存在を調べるようになりました。どちらの方

法もウイルスそのものを見ているのではなく、ウイルスの感染性と病気を起こす能力、つまり生物学的性質か

ら、ウイルスを間接的に検出しています。 

最近では、ウイルスの遺伝子を検出することで、ウイルスの存在を知ることも可能になり、物質としてのウイル

スも取り扱えることができるようになってきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

                                             

  

文献：国立国際医療研究センター病院 

文献：サワイ健康推進課 



●インフルエンザウイルス 

インフルエンザとは、インフルエンザウイルスに感染して起こる感染症です。インフルエン

ザウイルスは、A型、B 型、C型、D型の 4種類に分けられます。主にヒトに流行を起こすの

は、A型と B型のウイルスです。A型はヒト以外にも、ブタ、ウマなどの哺乳類やカモ、ニワト

リなどの鳥類に感染します。一方、B型と C型は主にヒトへのみ、D型は家畜へのみ感染しま

す。A型インフルエンザウイルスの大きさは 80～120ｎｍ（1ｎｍは 1ｍｍの 100万分の 1）で、

ウイルス表面からタンパク質がスパイクのように突き出ています 

 A型インフルエンザウイルスは、ウイルス表面から突き出たタンパク質のうち、重要なタン

パク質であるヘマグルチニン（H1～H16の 16種類）と、ノイラミニダーゼ（N1～N9の 9種

類）の組み合わせによって、144通りの亜型に分類されます。 

 亜型ごとに感染後に体内の免疫反応を引き起こす抗原としての性質（抗原性）が異なるた

め、以前に同じ亜型のインフルエンザにかかったことがあっても、その年に流行している亜

型に合致する免疫を持っていないとインフルエンザにかかります。 

A型・B型インフルエンザの流行には季節性があり、国内では例年 12月～3月に流行し、短期

間で多くの人に感染が拡がります。例年の季節性インフルエンザの感染者数は国内で推定約

1,000万人とされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文献：データインデックス株式会社 

（遊離を阻止） 

（脱殻を阻止） 

（複製を阻止） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ウイルスの増殖過程】 

 

 細胞内に侵入 ➡ 脱殻 ➡ 複製 ➡ 遊離 ➡ 他細胞に感染 の過程を経て増殖する 

 

①ウイルスは、侵入後に自身の細胞の膜を破り細胞の中に遺伝子情報(RNA)を放出します(脱殻)  

②放出されたウイルスの RNA は細胞の核内に取り込まれウイルスの遺伝子が作られます(複製)  

③複製された遺伝子からできた新しいウイルスは、『ノイラミニダーゼ』という酵素の働きに 

よって細胞の外へ出ます(遊離)  

 

  

文献：データインデックス株式会社 



●コロナウイルス 

コロナウイルスは、動物や人に感染するウイルスで、表面の突起が太陽のコロナ

に似ていることから名付けられました。 

コロナウイルスは、今までに 50 種類以上が見つかっており、その中でも人に感

染するものとしては、これまでに 6 種類が知られています。うち 4 種類は、一般的

には風邪として診断されており、感染しても軽症ですむことが多い。後の 2 種類

は、中国で 2002～03 年に流行した重症急性呼吸器症候群（SARS(サーズ)）や、

2012 年以降に中東や韓国で流行した中東呼吸器症候群（MERS(マーズ)）を引き起

こすウイルスがあります。重い肺炎になって重症化しやすいといわれています。 

2019 年 12 月以降、中国で感染が広がったウイルスが、これまでとは異なる 7 番

目のコロナウイルスとわかり、「新型」と呼ばれています。新型コロナウイルスに

よる肺炎などの感染症は、「COVID(コビッド)-19」と名付けられました。が、新型

コロナウイルスは SARS ウイルスなどに比べれば、感染した人の健康を害する能力

は低いと考えられています。SARS はコウモリ、MERS はヒトコブラクダに感染して

いたウイルスが、人にうつったと考えられています。新型コロナウイルスは、遺伝

子配列が SARS に似ており、コウモリが感染源である可能性がありますが、どのよ

うに人に感染したか詳しくは分かっていません。 

ウイルスにはいくつか種類があり、コロナウイルスは遺伝情報として RNAをもつ RNAウイルス

の一種（一本鎖 RNAウイルス）で、粒子の一番外側に「エンベロープ」という脂質からできた二

重の膜を持っています。自分自身で増えることはできませんが、粘膜などの細胞に付着して入り

込んで増えることができます。 

 ウイルスは粘膜に入り込むことはできますが、健康な皮膚には入り込むことができず表面に 

付着するだけと言われています。物の表面についたウイルスは時間がたてば壊れてしまいます。 

ただし、物の種類によっては 24時間～72時間くらい感染する力を持続すると言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.asahi.com/topics/word/重症急性呼吸器症候群.html
http://www.asahi.com/topics/word/中東呼吸器症候群.html
http://www.asahi.com/topics/word/新型肺炎.html
http://www.asahi.com/topics/word/新型肺炎.html
http://www.asahi.com/topics/word/新型肺炎.html
http://www.asahi.com/topics/word/新型肺炎.html
http://www.asahi.com/topics/word/遺伝子.html
http://www.asahi.com/topics/word/遺伝子.html


●人に影響を及ぼすコロナウィルス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
文献：国立感染症研究所 



 ４．新型コロナウイルス（SARS-CoV-2） 

・従来型 中国から発祥 （主な変異） 

①アルファ株（VUM指定） イギリスで変異確認 N501Y 

②ベータ株（VOC指定） 南アフリカ N501Y＋E484K 

③ガンマ株（VOC指定） ブラジル N501Y＋E484K 

④デルタ株（VOC指定） インド L452R＋P681R＋・・・＋N501S 

・デルタプラス株 インド・イギリス  
（AY.4.2（VUM指定）） 

⑤ｲﾌﾟｼﾛﾝ 影響力低い？ 

⑥ｾﾞｰﾀ 影響力低い？ 

⑦ｲｰﾀ 影響力低い？ 

⑧ｼｰﾀ 影響力低い？ 

⑨ｲｵﾀ 影響力低い？ 

⑩ｶｯﾊﾟ（VUM指定） 影響力低い？ 

⑪ラムダ株（VUM指定） ペルー(南米) F490S、L452Q etc. 

⑫ミュー株（VUM指定） コロンビア(南米)  

⑬ﾆｭｰ 影響力低い？ 

⑭ｸｻｲ 影響力低い？ 

⑮ｵﾐｸﾛﾝ株（VOC指定） 南アフリカ・ボツワナ（変異の箇所 30カ所・危険？） 

 ・ｵﾐｸﾛﾝ株は、BA･2、BA･3 などの亜種が誕生している。 

 ・デルタ株とｵﾐｸﾛﾝ株が合わさったﾃﾞﾙﾀｸﾛﾝ株という変異株も見つかっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文献：国立感染症研究所 

アミノ酸(20) 

N：ｱｽﾊﾟﾗｷﾞﾝ 

D：ｱｽﾊﾟﾗｷﾞﾝ酸 

Y：ﾁﾛｼﾝ 

Q：ｸﾞﾙﾀﾐﾝ 

E：ｸﾞﾙﾀﾐﾝ酸 

K：ﾘｼﾝ 

L：ﾛｲｼﾝ 

R：ｱﾙｷﾞﾆﾝ 

P：ﾌﾟﾛﾘﾝ 

S：ｾﾘﾝ 

F：ﾌｪﾆﾙｱﾗﾆﾝ 

A：ｱﾗﾆﾝ 

C：ｼｼﾃｲﾝ 

G：ｸﾞﾘｼﾝ 

H：ﾋｽﾁｼﾞﾝ 

I：ｲｿﾛｲｼﾝ 

M：ﾒﾁｵﾆﾝ 

T：ﾄﾚｵﾆﾝ 

W：ﾄﾘﾌﾟﾄﾌｧﾝ 

V：ﾊﾞﾘﾝ 

VOI 株：注目すべき変異株 

VOC 株：懸念される変異株 

VUM 株：監視している変異株 



●新型コロナウィルスの変異株の系統樹   （出典：Newton 2023年 4月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●新型コロナウィルス感染症の推移     （出典：Newton 2023年 4月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



●新型コロナウイルスへのワクチンの種類 

 国内･海外において、今までは、不活化ワクチン、組換えタンパクワクチン、ペプチドワクチ

ンなどがあったが、最近では、メッセンジャーRNA（mRNA）ワクチン、DNAワクチン、ウイルス

ベクターワクチン、ハイブリドワクチンなどの様々な種類のワクチン開発が行われています。 

  

①不活化ワクチン、組換えタンパクワクチン、ペプチドワクチンは、不活化した新型コロナウ

イルスの一部やウイルスの一部のタンパクを人体に投与し、それに対して免疫が出来る仕組み

です。 

  

②メッセンジャーRNA（mRNA）ワクチン、DNAワクチン、ウイルスベクターワクチンは、新型コ

ロナウイルスの遺伝情報をそれぞれメッセンジャーRNA、DNAプラスミドとして、あるいは別の

無害化したウイルス等に入れて、人に投与するものです。それが、人の細胞に入り、ウイルス

のタンパク質を作ることによってウイルスのタンパク質に対して免疫が出来る仕組みです。 

 

③モノクローナル抗体薬（1種類の B細胞から作られる抗体）を使ったワクチン 

 

 

  

《新型コロナウィルスワクチン》 

・ファイザー社(米)：メッセンジャーRNA ワクチン 

・モデルナ社(米)：メッセンジャーRNA ワクチン 

・アストラゼネカ(英)：ウィルスベクターワクチン 

・ビオンテック(独)：メッセンジャーRNA ワクチン 

・ 



●特効薬はできるのか？ 

 現在、新型コロナウイルス感染症の治療薬は大きく分けて 2 種類あります。 

一つはウイルス自体の増殖を抑える「抗ウイルス薬」、もう一つは新型コロナ

ウイルス感染症の重症化で起こる、「サイトカインストーム」の症状に対する

「抗炎症薬」です。サイトカインストームとは過剰な免疫反応のことで、重

篤な臓器障害をはじめ、急性呼吸窮迫症候群 (ARDS)という重度の呼吸不全を

引き起こすことが分かっています。  

 

 

●現在進んでいるコロナウイルス治療薬  

 国内で承認されている新型コロナの治療薬 (2021/8 現在・4種) 

  ①レムデシビル（もともとはエボラ出血熱の治療薬、点滴投与）中等症者用 

   ウイルスの複製に関する RNAポリメラーゼを阻害する効果がある 

  ②デキサメタゾン（服用）重症者用 

   抗炎症・抗アレルギー作用があるステロイド薬 

  ③バリシチニブ（もともとは関節リウマチ治療薬）（服用）重症者用 

   JAK阻害薬、サイトカインに作用 

  ④抗体カクテル療法（２つの中和抗体薬(ｶｼﾘﾋﾞﾏﾌﾞとｲﾑﾃﾞﾋﾞﾏﾌﾞ)を混ぜて点滴で投与）軽症･中

等症者向け(早期に投与の必要) 細胞への侵入を阻止 

 

  (既存薬の転用)  

・抗インフルエンザ薬として知られるファビピラビル (アビガン )  

・イベルメクチン：寄生虫による病気の治療薬として使われている 

・抗インフルエンザ薬として知られるタミフル、リレンザなど 

・アクテムラ（インターキロン６を抑制し、サイトカインストーム[免疫機能暴走]の発生を抑える） 

 

近日中に承認予定 

  ⑤モノクローナル抗体薬： 

ソトロビマブ(リジェネロン社)：1種類の中和抗体薬を点滴で投与 

オミクロン変異株にも対応可能？？ ウイルスが細胞に侵入するのを防ぐ 軽症･中等症者向け 

 

  ⑥各種経口薬 

   ・モルヌピラビル(メルク社)：カプセル錠・合成ヌクレオシド誘導体 N4-ヒドロキシシチジン

のプロドラッグであり、ウイルスの RNA 複製時に複製エラーを生じさせることで抗ウイル

ス作用を発揮する(RNAポリメラーゼ阻害薬)。米医薬品大手のメルクとリッジバック・バイ

オセラピューティクスが開発した OVID-19 向けとしては初の経口抗ウイルス薬。 

  ・パクスロビド(ファイザー社)：錠剤・プロテアーゼ阻害薬（飲み薬として投与） 

  ・S-217622(塩野義製薬社)：錠剤・プロテアーゼ阻害薬（飲み薬として投与） 

  ・  

https://www.saiseikai.or.jp/medical/disease/ards/
https://www.saiseikai.or.jp/medical/disease/influenza/
https://www.saiseikai.or.jp/medical/disease/influenza/


●薬の効く仕組み 

 

【細菌】  

抗生物質 

 

 

【ウイルス】 

  ワクチン・特効薬 

⓪ウイルスの表面の突起状の受容体結合部位(スパイクたんぱく)にキャップして、人間の細胞

に取りついて侵入しないようにする。（軽症者の早期の治療薬） 

①ウイルスは、侵入後に自身の細胞の膜を破り細胞の中に遺伝子情報(RNA)を放出します(脱殻)。 

 Ｍ２蛋白機能阻害薬は、この脱殻を阻止する働きをします。 

②放出されたウイルスの RNA は細胞の核内に取り込まれウイルスの遺伝子が作られます(複製)。 

 ＲＮＡポリメラーゼ阻害薬は、この複製を阻止する働きをします。 

③複製された遺伝子からできた新しいウイルスは、『ノイラミニダーゼ』という酵素の 

働きによって細胞の外へ出ます(遊離)。 

ノイラミニダーゼ阻害薬は、この遊離を阻止する働きをします。 

④プロテアーゼ阻害薬：ウイルスの組み立てに必要な蛋白質を、感染した細胞内のリボソームに 

作らせるときに、まず、プロテアーゼという酵素の働きで、蛋白質を必要な大きさに切断し 

なければなりません。その酵素の働きを阻害するのがプロテアーゼ阻害薬です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


